
ひとを育むまち

【基本施策４】
心とからだ育成プロジェクト
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●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円充当予定額 0

補助予定額 0

地方債 なし 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名 １０款２項１目

補助金 なし 名称 対象事業費 0 補助率（％） 0.0%

一般財源 10,012 22,173 22,789

合計 10,012 22,173 22,789 0

県 0 0 0 0

その他 0 0 0 0

事業計画（事業費、単位：千円）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業費

財
源
内
訳

国 0 0 0 0

地方債 0 0 0 0

負担金 0 0 0 0

年度の事業内訳

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業の位置づけ
ソフト使用料　　　　　　87千円
保守・ICT支援           4,119千円
PC教室機器再リース　　1,374千円
PC教室機器再リース分保守　　4,432千円

ソフト使用料　　　　　　87千円
保守・ICT支援          14,453千円
PC教室機器再リース　　1,374千円
PC教室機器再リース分保守　　4,432千円
リース終了PCデータ消去　　　1,827千円

ソフト使用料　　　　　　87千円
保守・ICT支援         22,702千円

・PC教室の再リースを行い、ICT教育の継続
的な推進のための検討・精査を行う。
・タブレット等導入済の学校の環境維持・サ
ポートを行い情報教育の充実を図る。

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 最終目標
・PC教室の再リース及び保守
・導入済機器の保守
・ICT支援業務委託等

・PC教室の再リース及び保守
・導入済機器の保守
・ICT支援業務委託等

・導入済機器の保守
・ICT支援業務委託等

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

・インターネット回線料6校分、タブレット補償サービ
ス376台分、ICT支援業務委託、授業支援ソフト使用
料166台分等

・インターネット回線料11校分、タブレット補償サー
ビス1,298台分、ICT支援業務委託、授業支援ソフト
使用料166台分等

達成のめやす
行橋北小学校において、ICT環境を活用した授業等がスムーズに行えるよう、管理・サポート体制を整える。
また、H29.10～のPC教室の新規リースに向けて十分な機器の精査行う。

　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
・授業効果や活用方法の検証や教員へのサポート体制など細かな支援が必要である。
・学校と十分に協議を行い、必要・不必要含めて学校のニーズを十分把握する必要がある。

　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

・教育ICT環境整備校の管理・サポートを通して、授業改善、教員負担の軽減、児童の学力向上に繋げる。
・児童の情報活用能力を育成するための、情報教育の充実に繋げる。

年度

施策項目 ２．学校教育の充実 根拠法令等

事業概要

・「確かな学力」の育成を実現するため、ICT教育推進の一環として小学校の教育ICT環境（タブレット、電子黒板等）整備のモ
デル校として整備した行橋北小学校及び、全小学校の教育ICT環境を整備した際の機器保守やICT支援業務等を通して、教
育ICT環境の維持・管理を行うことにより、ICT教育の充実並びに児童の学力向上を図る。
・市内小学校のPC教室のPC等を5年間（H23.10.1～H28.9.30）のリース契約にて設置しており、今年度リース期間満了となる
が、効率的な環境整備を行うため1年間リース延長を行い、PC教室用PC等の使用状況の把握及び機器の精査を行う。

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 平成総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

　３　人口増加に寄与する事業

既存

課名 教育政策課 係名 教育政策係

事業番号 03282 事業名 小学校ICT管理事業 新規・既存の別

（教育政策課）-（小学校ICT管理事業）
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●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円充当予定額 0

補助予定額 0

地方債 なし 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名 １０款３項１目

補助金 なし 名称 対象事業費 0 補助率（％） 0.0%

一般財源 5,807 10,207 10,508 0

合計 5,807 10,207 10,508 0

県 0 0 0 0

その他 0 0 0 0

事業計画（事業費、単位：千円）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業費

財
源
内
訳

国 0 0 0 0

地方債 0 0 0 0

負担金 0 0 0 0

年度の事業内訳

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業の位置づけ
保守・ICT支援           2,233千円
PC教室機器再リース　　846千円
PC教室機器再リース分保守　2,728千円

保守・ICT支援          5,586千円
PC教室機器再リース　　846千円
PC教室機器再リース分保守　　2,728千円
リース終了PCデータ消去　　　1,047千円

保守・ICT支援          10,508千円 ・PC教室の再リースを行い、ICT教育の継続
的な推進のための検討・精査を行う。
・タブレット等導入済の学校の環境維持・サ
ポートを行い情報教育の充実を図る。

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 最終目標
・PC教室の再リース及び保守
・導入済機器の保守
・ICT支援業務委託等

・PC教室の再リース及び保守
・導入済機器の保守
・ICT支援業務委託等

・導入済機器の保守
・ICT支援業務委託等

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

・インターネット回線料3校分、タブレット補償サービ
ス230台分、ICT支援業務委託等

・インターネット回線料6校分、タブレット補償サービ
ス819台分、ICT支援業務委託等

達成のめやす
長峡中学校において、ICT環境を活用した授業等がスムーズに行えるよう、管理・サポート体制を整える。
また、H29.10～のPC教室の新規リースに向けて十分な機器の精査行う。

　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
・授業効果や活用方法の検証や教員へのサポート体制など細かな支援が必要である。
・学校と十分に協議を行い、必要・不必要含めて学校のニーズを十分把握する必要がある。

　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

・教育ICT環境整備校の管理・サポートを通して、授業改善、教員負担の軽減、生徒の学力向上に繋げる。
・生徒の情報活用能力を育成するための、情報教育の充実に繋げる。

年度

施策項目 ２．学校教育の充実 根拠法令等

事業概要

・「確かな学力」の育成を実現するため、ICT教育推進の一環として中学校の教育ICT環境（タブレット、電子黒板等）整備の先
行導入校として整備した長峡中学校及び、全中学校の教育ICT環境を整備した際の機器保守やICT支援業務等を通して、教
育ICT環境の維持・管理を行うことにより、ICT教育の充実並びに生徒の学力向上を図る。
・市内中学校のPC教室のPC等を5年間（H23.10.1～H28.9.30）のリース契約にて設置しており、今年度リース期間満了となる
が、効率的な環境整備を行うため1年間リース延長を行い、PC教室用PC等の使用状況の把握及び機器の精査を行う。

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 平成総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

　３　人口増加に寄与する事業

既存

課名 教育政策課 係名 教育政策係

事業番号 03283 事業名 中学校ICT管理事業 新規・既存の別

（教育政策課）-（中学校ICT管理事業）
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●

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円充当予定額 0

補助予定額 0

地方債 なし 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名 １０款２項１目

補助金 なし 名称 対象事業費 0 補助率（％） 0.0%

一般財源 0 39,317 94,508 602,513

合計 0 39,317 94,508 602,513

県 0 0 0 0

その他 0 0 0 0

事業計画（事業費、単位：千円）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業費

財
源
内
訳

国 0 0 0 0

地方債 0 0 0 0

負担金 0 0 0 0

年度の事業内訳

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業の位置づけ
機器リース料　　　39,317千円 機器リース料　　　94,508千円 ・教員が授業技術にＩＣＴを効果的に組み込むことで教員

の資質向上と児童の学力向上を図る
・児童がICT教育環境において学ぶことで、必要なICTスキ
ルの習得を図る
・校務のシステム化により校務負担の軽減を図る

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 最終目標
・行小・南小、延永小、椿市小、泉小の全教員へのタブレット端末の
配布、普通教室への電子黒板の設置、無線LAN環境の整備、校務
支援システムの導入等
・市内全小学校のPC教室整備及び校務用パソコン等の整備

・今川小・稗田小、今元小、蓑島小、仲津小の全教員へのタブレット
端末の配布、普通教室への電子黒板の設置、無線LAN環境の整
備、校務支援システムの導入、行小・南小、延永小、椿市小、泉小の
児童へのタブレット端末の配布等

平成31年度に市内全小学校の児童向け
のタブレット端末の配布を完了する

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

・教職員用タブレット端末147台、固定式電子黒板96台、ディスプレイ
型電子黒板15台、無線LAN装置111台等
・PC教室児童用パソコン390台、プリンタ22台、各種教育用ソフトウェ
ア等
・校務用パソコン265台、職員室・図書室等用プリンタ66台等

・教職員用タブレット端末81台、児童用タブレット端末1,047台、固定
式電子黒板50台、ディスプレイ型電子黒板12台、無線LAN装置62台
等

・児童用タブレット端末1,951台

達成のめやす
・整備計画に基づく環境整備を行い、市内小学校すべてにおいてタブレット型端末、電子黒板等を活用した授業を展開する。
・学習指導要領に基づく継続的なICT教育の推進が行えるよう適切な機器等を設置する。
・校務の軽減及び効率化が図れるよう適切な機器等を設置する。

　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
・授業効果や活用方法の検証や教員へのサポート体制など細かな支援が必要である。
・学校と十分に協議を行い、学校のニーズを考慮した効率的な整備を行う必要がある。
・性能、価格を精査し、適切な機器等を設置するとともに、教員や児童への影響を最小限に抑えることができるようスケジュール調整等を行う必要がある。

　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

・タブレット型端末、電子黒板等を学習ツールとして活用する事で、児童の興味、関心を広げ、学力の向上に繋げる。
・児童の情報活用能力を育成するための、情報教育の充実に繋げる。
・校務用パソコンを使用した校務支援システムの活用により、校務の負担軽減及び効率化を図り、教育活動の質の改善に繋げる。

年度

施策項目 ２．学校教育の充実 根拠法令等

事業概要

・小学校においてタブレット型端末、電子黒板等教育ICT環境整備を行い、ＩＣＴ教育の充実ならびに児童の学力向上を図る。
・市内小学校のPC教室のPC等を5年間（H23.10.1～H28.9.30）のリース契約にて設置しており、今年度リース契約満了となるが、効率的な環境整備を行うた
め1年間リース延長を行い、PC教室用PC等の使用状況の把握及び機器の精査を行う。リース延長終了後、学習指導要領に基づくICT教育の継続的な推進
等のため、新たにPC教室用PC等の新規リースを行う。
・市内小学校の校務用PCを平成22年度に購入しており、今年度で6年目を迎えている。学校において校務用PCは必要不可欠な機器であり、機器の耐用年
数を考慮すると、早急な整備が必要である。そこでタブレット等の教育ICT環境整備及びPC教室整備と併せて、来年度、校務用PCの新規リースを行うととも
にタブレット等導入対象校に校務支援システムを導入する。

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 平成総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

　３　人口増加に寄与する事業

新規

課名 教育政策課 係名 教育政策係

事業番号 事業名 小学校ICT環境整備事業 新規・既存の別

（教育政策課）-（小学校ICT環境整備事業）
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●

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円充当予定額 0

補助予定額 0

地方債 なし 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名 １０款３項１目

補助金 なし 名称 対象事業費 0 補助率（％） 0.0%

一般財源 0 21,216 52,985 348,997

合計 0 21,216 52,985 348,997

県 0 0 0 0

その他 0 0 0 0

事業計画（事業費、単位：千円）
平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業費

財
源
内
訳

国 0 0 0 0

地方債 0 0 0 0

負担金 0 0 0 0

年度の事業内訳

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業の位置づけ
機器リース料　　　21,216千円 機器リース料　　　52,985千円 ・教員が授業技術にＩＣＴを効果的に組み込むことで教員

の資質向上と生徒の学力向上を図る
・生徒がICT教育環境において学ぶことで、必要なICTスキ
ルの習得を図る
・校務のシステム化により校務負担の軽減を図る

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 最終目標
・行中・泉中の全教員へのタブレット端末の配布、普通教室への電子
黒板の設置、無線LAN環境の整備、長峡中学校生徒へのタブレット
端末の配布等
・市内全中学校のPC教室整備及び校務用パソコン等の整備

・中京中・今元中・仲津中の全教員へのタブレット端末の配布、普通
教室への電子黒板の設置、無線LAN環境の整備、全中学校への校
務支援システムの導入、行中・泉中の生徒へのタブレット端末の配
布等

平成31年度に市内全中学校の生徒向け
のタブレット端末の配布を完了する

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

・教職員用タブレット端末66台、生徒用タブレット端末139台、固定式
電子黒板36台、ディスプレイ型電子黒板8台、無線LAN装置44台等
・PC教室児童用パソコン240台、プリンタ12台、各種教育用ソフトウェ
ア等
・校務用パソコン154台、職員室・図書室等用プリンタ36台等

・教職員用タブレット端末63台、生徒用タブレット端末526台、固定式
電子黒板31台、ディスプレイ型電子黒板9台、無線LAN装置40台等 ・生徒用タブレット端末1,075台

達成のめやす
・整備計画に基づく環境整備を行い、市内中学校すべてにおいてタブレット型端末、電子黒板等を活用した授業を展開する。
・学習指導要領に基づく継続的なICT教育の推進が行えるよう適切な機器等を設置する。
・校務の軽減及び効率化が図れるよう適切な機器等を設置する。

　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
・授業効果や活用方法の検証や教員へのサポート体制など細かな支援が必要である。
・学校と十分に協議を行い、学校のニーズを考慮した効率的な整備を行う必要がある。
・性能、価格を精査し、適切な機器等を設置するとともに、教員や生徒への影響を最小限に抑えることができるようスケジュール調整等を行う必要がある。

　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

・タブレット型端末、電子黒板等を学習ツールとして活用する事で、生徒の興味、関心を広げ、学力の向上に繋げる。
・生徒の情報活用能力を育成するための、情報教育の充実に繋げる。
・校務用パソコンを使用した校務支援システムの活用により、校務の負担軽減及び効率化を図り、教育活動の質の改善に繋げる。

年度
施策項目 ２．学校教育の充実 根拠法令等

事業概要

・中学校においてタブレット型端末、電子黒板等教育ICT環境整備を行い、ＩＣＴ教育の充実ならびに生徒の学力向上を図る。
・市内中学校のPC教室のPC等を5年間（H23.10.1～H28.9.30）のリース契約にて設置しており、今年度リース契約満了となるが、効率的な環境整備を行うた
め1年間リース延長を行い、PC教室用PC等の使用状況の把握及び機器の精査を行う。リース延長終了後、学習指導要領に基づくICT教育の継続的な推進
等のため、新たにPC教室用PC等の新規リースを行う。
・市内中学校の校務用PCを平成22年度に購入しており、今年度で6年目を迎えている。学校において校務用PCは必要不可欠な機器であり、機器の耐用年
数を考慮すると、早急な整備が必要である。そこでタブレット等の教育ICT環境整備及びPC教室整備と併せて、来年度、校務用PCの新規リースを行うととも
にH30年度に全中学校に校務支援システムを導入する。

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 平成総合計画
基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

　３　人口増加に寄与する事業

新規

課名 教育政策課 係名 教育政策係

事業番号 事業名 中学校ICT環境整備事業 新規・既存の別

（教育政策課）-（中学校ICT環境整備事業）



行橋市実施計画シート　平成28年度実施計画事業対象 様式（第７条関係）

25 29

●

●

●

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円充当予定額
53,000
99,900

補助予定額
13,853
59,816

地方債 あり 名称
学校教育施設整備事業債
一般単独事業債

対象事業費
54,900

133,322
充当率（％）

100.0%
75.0%

予算費目 会　　計 一般会計 会計 費目名

財
源
内
訳

教育

補助金 あり 名称
学校施設環境改善交付金
防衛３条

対象事業費
34,311
79,756

補助率（％）
40.0%
75.0%

0 1,232 0 10,649

合計 680,690 319,842 0 1,255,729

県 0 0 0 0

国 146,166 73,669 0 257,935

事業計画（事業費、単位：千円）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業費

671,700

負担金 0 0 0 0

地方債 381,500 152,900 0

その他 153,024 92,041 0 315,445

一般財源

年度の事業内訳

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業の位置づけ
・仮設校舎賃貸借
・本館棟建替工事
 （建築・電気・給排水・空調）

・仮設校舎賃貸借
・新館棟防音復旧工事
・体育館トイレ改修工事

・公立学校施設整備総合計画の内、優先度の
　高い事業と位置づけて行う。

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 最終目標

74.53% 100.00% 100.00% 100.00%

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

目標の単位：％
事業の進捗率１００％を目標とする。

達成のめやす
事業が完了し、教育環境が向上した状態。 　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
児童、生徒の安全確保、及び授業への影響等を充分に考慮した工事計画とする。 　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

安全で快適な教育環境を確保し、学習意欲の更なる向上が期待できる。

年度

施策項目 ２．学校教育の充実 根拠法令等 公立学校施設整備総合計画

事業概要

老朽化した仲津中学校の校舎の建替事業。
平成26年度　実施設計
平成27年度  仮設校舎賃貸借、屋外設備工事（電気・給排水）、旧本館棟解体工事、本館棟建替工事（建築・電気・給排水・空調）
平成28年度  仮設校舎賃貸借、本館棟建替工事（建築・電気・給排水・空調）
平成29年度　仮設校舎賃貸借、新館棟防音復旧工事、体育館トイレ改修工事

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 平成総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

　３　人口増加に寄与する事業

既存

課名 学校教育課 係名 学校管理係

事業番号 2779 事業名 仲津中学校整備事業 新規・既存の別

（学校教育課）-（仲津中学校整備事業）



行橋市実施計画シート　平成28年度実施計画事業対象 様式（第７条関係）

25 31

●

●

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円充当予定額 76,200

補助予定額
116,312
90,657

地方債 あり 名称 学校教育施設整備事業債 対象事業費 84,821 充当率（％） 90.0%

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名

財
源
内
訳

教育

補助金 あり 名称 防音機能復旧事業 対象事業費
155,085
139,474

補助率（％）
75.0%
65.0%

0 0 17,048 72,967

合計 376,803 317,939 358,046 1,939,650

県 0 0 0 0

国 263,079 206,969 258,898 1,216,650

事業計画（事業費、単位：千円）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業費

529,900

負担金 0 0 0 0

地方債 101,200 76,200 82,100

その他 12,524 34,770 0 120,133

一般財源

年度の事業内訳

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業の位置づけ
・今川小、稗田小、中京中空調整備工事
・行橋南小、今元小空調整備工事

・行橋南小、今元小空調整備工事
・泉小空調整備工事

・泉小空調整備工事
・蓑島小、今元中、泉中、行橋中空調整
備工事

・公立学校施設整備総合計画の内、優先
度の高い事業と位置づけて行う。

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 最終目標

58.82% 70.59% 76.47% 100.00%

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

目標の単位：整備率（％）
事業の進捗率１００％を目標とする。

達成のめやす
事業が完了し、教育環境が向上した状態。 　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
児童、生徒の安全確保、及び授業への影響等を充分に考慮した工事計画とする。 　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

安全で快適な教育環境を確保し、学習意欲の更なる向上が期待できる。

年度

施策項目 ２．学校教育の充実 根拠法令等 公立学校施設整備総合計画

事業概要

空調設備を整備していない小中学校に計画的に空調設備を設置して、快適な教育環境整備を推進する事業。
平成27年度　泉小、南小、今元小、蓑島小、泉中、行橋中、今元中実施設計　　防音区域　《防衛省補助・・防衛仕様空調設備》
平成27年度～28年度　今川小、稗田小、中京中空調整備工事
平成28年度～29年度　南小、今元小空調整備工事
平成29年度～30年度　泉小空調整備工事
平成30年度～31年度　蓑島小、今元中、泉中、行橋中空調整備工事

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 平成総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

　３　人口増加に寄与する事業

既存

課名 学校教育課 係名 学校管理係

事業番号 2929・2930 事業名 小中学校空調整備事業 新規・既存の別

（学校教育課）-（小中学校空調整備事業）



行橋市実施計画シート　平成28年度実施計画事業対象 様式（第７条関係）

27 33

●

●

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円充当予定額 158,400

補助予定額 0

地方債 あり 名称 一般単独事業債 対象事業費 211,528 充当率（％） 75.0%

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名

財
源
内
訳

教育

補助金 なし 名称 対象事業費 0 補助率（％） 0.0%

0 0 21,701 56,549

合計 49,731 216,012 84,601 484,318

県 0 0 0 0

国 0 0 0 0

事業計画（事業費、単位：千円）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業費

355,600

負担金 0 0 0 0

地方債 36,200 158,400 62,900

その他 13,531 57,612 0 72,169

一般財源

年度の事業内訳

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業の位置づけ
・今川小（校舎）、延永小（校舎）防水改修工
事
・行橋北小（校舎・体育館）、仲津小（校舎）、
椿市小（校舎）、行橋中（体育館）実施設計

・行橋北小（校舎・体育館）、仲津小（校舎）、
泉小（校舎・体育館）、行橋中（校舎・体育
館）、泉中（校舎・体育館）防水改修工事
・泉小（校舎・体育館）、行橋中（校舎）、泉中
（校舎・体育館）、中京中（体育館）、今元中
（体育館）、仲津中（体育館）実施設計

・中京中（体育館）、今元中（体育館）、仲津
中（体育館）防水改修工事
・長峡中（校舎）実施設計

・公立学校施設整備総合計画の内、優先度の高い
事業と位置づけて行う。

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 最終目標

21.74% 60.87% 73.91% 100.00%

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

目標の単位：整備率（％）
事業の進捗率１００％を目標とする。

達成のめやす
事業が完了し、教育環境が向上した状態。 　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
児童、生徒の安全確保、及び授業への影響等を充分に考慮した工事計画とする。 　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

安全で快適な教育環境を確保し、学習意欲の更なる向上が期待できる。

年度

施策項目 ２．学校教育の充実 根拠法令等 公立学校施設整備総合計画

事業概要

老朽化した小中学校施設の屋上について、計画的に防水改修し、快適で衛生的な教育環境整備を推進する事業。
平成28年度 今川小校舎、延永小校舎防水改修工事　　行橋北小校舎・体育館、仲津小校舎、椿市小校舎、行橋中体育館実施設計
平成29年度 行橋北小校舎・体育館、仲津小校舎、泉小校舎・体育館、行橋中校舎・体育館、泉中校舎・体育館防水改修工事
　　　　　　    泉小校舎・体育館、行橋中校舎、泉中校舎・体育館、中京中体育館、今元中体育館、仲津中体育館実施設計
平成30年度 中京中体育館、今元中体育館、仲津中体育館防水改修工事　　長峡中校舎実施設計

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 平成総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

　３　人口増加に寄与する事業

既存

課名 学校教育課 係名 学校管理係

事業番号 3064 事業名 小中学校屋上防水改修事業 新規・既存の別

（学校教育課）-（小中学校防水改修事業）



行橋市実施計画シート　平成28年度実施計画事業対象 様式（第７条関係）

26 28

●

●

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円充当予定額 0

補助予定額 0

地方債 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名

財
源
内
訳

教育

補助金 名称 対象事業費 0 補助率（％） 0.0%

0 0 0 0

合計 38,660 0 0 314,691

県 0 0 0 0

国 0 0 0 92,254

事業計画（事業費、単位：千円）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業費

178,500

負担金 0 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 38,660 0 0 43,937

一般財源

年度の事業内訳

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業の位置づけ
・椿市小、延永小、今川小、今元小、
蓑島小、仲津小、行橋南小、行橋北
小、長峡中改修工事

公立学校施設整備総合計画のうち、優先
度の高い事業と位置づけて実施する。

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 最終目標

100.00% 100.00% 100.00% 100.00%

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

目標の単位：耐震化率（％）
事業の進捗率１００％を目標とする。

達成のめやす
事業が完了し、教育環境が向上した状態。 　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
児童、生徒の安全確保、及び授業への影響等を充分に考慮した工事計画とする。 　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

安全で快適な教育環境を確保し、学習意欲の更なる向上が期待できる。

年度

施策項目 ２．学校教育の充実 根拠法令等 公立学校施設整備総合計画

事業概要

小中学校体育館の非構造部材（吊り天井、照明器具、バスケットゴール等）について、耐震改修を行う事業。
平成26年度　調査実施設計（１７校）
平成27年度　改修工事（８校） ※吊り天井有の学校（行橋小、稗田小、泉小、中京中、泉中、今元中、仲津中）
平成28年度　改修工事（９校）

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 平成総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

　３　人口増加に寄与する事業

既存

課名 学校教育課 係名 学校管理係

事業番号 3014・3017 事業名 小中学校体育館非構造部材耐震改修事業 新規・既存の別

（学校教育課）-（小中学校非構造部材耐震改修事業）



行橋市実施計画シート　平成28年度実施計画事業対象 様式（第７条関係）

25 28

●

●

●

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円充当予定額 0

補助予定額 0

地方債 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名

財
源
内
訳

教育

補助金 名称 対象事業費 0 補助率（％） 0.0%

0 0 0 5,714

合計 477,563 0 0 1,232,842

県 0 0 0 0

国 0 0 0 61,731

事業計画（事業費、単位：千円）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業費

850,900

負担金 0 0 0 0

地方債 347,200 0 0

その他 130,363 0 0 314,497

一般財源

年度の事業内訳

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業の位置づけ
・行橋中、中京中、今元中、泉中、長
峡中、蓑島小トイレ改修工事

・公立学校施設整備総合計画の内、優先
度の高い事業と位置づけて行う。

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 最終目標

100.00% 100.00% 100.00% 100.00%

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

目標の単位：整備率％
事業の進捗率１００％を目標とする。

達成のめやす
事業が完了し、教育環境が向上した状態。 　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
児童、生徒の安全確保、及び授業への影響等を充分に考慮した工事計画とする。 　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

快適で衛生的なトイレ環境を確保し、学習意欲の更なる向上が期待できる。

年度

施策項目 ２．学校教育の充実 根拠法令等 公立学校施設整備総合計画

事業概要

老朽化した小中学校施設のトイレを計画的に改修し、快適で衛生的な教育環境整備を推進する事業。
平成26年度　椿市小、稗田小トイレ改修工事
　　　　　 　　　今川小他１２校実施設計【今川、今元、延永、泉、南、北、仲津小、行橋、中京、今元、泉、長峡中、蓑島小】
平成27年度  今川小、今元小、延永小、泉小、南小、北小、仲津小トイレ改修工事
平成28年度  行橋中、中京中、今元中、泉中、長峡中、蓑島小トイレ改修工事

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 平成総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

　３　人口増加に寄与する事業

既存

課名 学校教育課 係名 学校管理係

事業番号 2777・3015 事業名 小中学校トイレ整備事業 新規・既存の別

（学校教育課）-（小中学校トイレ整備事業）



行橋市実施計画シート　平成28年度実施計画事業対象 様式（第７条関係）

26 28

●

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円充当予定額 0

補助予定額 0

地方債 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名

財
源
内
訳

教育

補助金 名称 対象事業費 0 補助率（％） 0.0%

1 0 0 2

合計 27,991 0 0 84,774

県 0 0 0 0

国 27,990 0 0 84,772

事業計画（事業費、単位：千円）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業費

0

負担金 0 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 0 0 0 0

一般財源

年度の事業内訳

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業の位置づけ
・行橋中他４校配膳室整備工事（行
橋中、中京中、泉中、今元中、長峡
中）

・公立学校施設整備総合計画の内、優先
度の高い事業と位置づけて行う。

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 最終目標

100.00% 100.00% 100.00% 100.00%

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

目標の単位：整備率（％）
事業の進捗率１００％を目標とする。

達成のめやす
事業が完了し、教育環境が向上した状態。 　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
児童、生徒の安全確保、及び授業への影響等を充分に考慮した工事計画とする。 　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

安全で快適な教育環境を確保し、学習意欲の更なる向上が期待できる。

年度

施策項目 ２．学校教育の充実 根拠法令等 公立学校施設整備総合計画

事業概要

新給食センター開設に併せて、受取り側の配膳室の改修整備を行う事業。
平成27年度　行橋小他８校配膳室整備工事（行橋小、椿市小、稗田小、今川小、延永小、今元小、蓑島小、行橋南小、行橋北小）
平成28年度　行橋中他４校配膳室整備工事（行橋中、中京中、泉中、今元中、長峡中）

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 平成総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

　３　人口増加に寄与する事業

既存

課名 学校教育課 係名 学校管理係

事業番号 3165 事業名 特定防衛施設周辺整備事業 新規・既存の別

（学校教育課）-（特定防衛施設周辺整備事業）



行橋市実施計画シート　平成28年度実施計画事業対象 様式（第７条関係）

29 30

●

●

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円充当予定額 0

補助予定額 15,405

地方債 なし 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名

財
源
内
訳

民生費

補助金 あり 名称
子ども・子育て支援整備交付金
保育所等整備交付金 対象事業費 53,423 補助率（％） 28.8%

0 8,303 7,102 15,405

合計 0 32,117 21,306 53,423

県 0 7,102 7,102 14,204

国 0 16,712 7,102 23,814

事業計画（事業費、単位：千円）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業費

0

負担金 0 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 0 0 0 0

一般財源

年度の事業内訳

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業の位置づけ
施設建築の設計及び施工。(ときいろ)
施設建築の設計及び施工。（みのり保育
園）

施設の供用開始。（ときいろ）
施設建築の設計及び施工。（コスモス）

　児童クラブ施設の新設、増設による施設利用者の緩和。

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 最終目標

100.00 100.00 100.00

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

達成のめやす
対象施設の増築による完成。 　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
補助率　国：２／９　　県：２／９　　市：２／９　　事業者：１／３　総事業費　43,400,000　円　定員　４０名　ときいろ
補助率　国：２／９　　県：２／９　　市：２／９　　事業者：１／３　総事業費　43,400,000　円　定員　４０名　コスモス
補助率　国：２／３　　市：１／１２　事業者：１／４　総事業費　335,000,000　円　定員　４０名　みのり保育園

　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

今川、泉小学校区児童クラブにおける待機児童の抑制。

年度

施策項目 ２．子育て支援・児童福祉の充実 根拠法令等 子ども・子育て支援整備交付金交付要綱等

事業概要

　今川小、泉小、椿市小校区の児童クラブ利用者が年々増加していることから、ときいろ、コスモス児童クラブ、み
のり保育園による児童クラブの増設、新設を行うものです。なお、現在運営を委託しているときいろ児童クラブの
施設増築、新規に児童クラブを運営予定であるみのり保育園に対し、子ども・子育て支援整備交付金（ときいろ、
コスモス児童クラブ）、保育所等整備交付金を利用して、補助金を交付するものです。

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

基本施策 基本施策３　ライフステージ支援プロジェクト 平成 年度 ～ 平成総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

　３　人口増加に寄与する事業

新規

課名 学校教育課 係名 学務係

事業番号 事業名 民間委託　放課後児童クラブ施設整備事業 新規・既存の別

（学校教育課）-（民間委託放課後児童クラブ施設備事業） 



行橋市実施計画シート　平成28年度実施計画事業対象 様式（第７条関係）

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円充当予定額 0

補助予定額 0

地方債 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名

財
源
内
訳

10款1項3目

補助金 名称 対象事業費 0 補助率（％） 0.0%

2,016 2,016 2,016 6,048

合計 2,016 2,016 2,016 6,048

県 0 0 0 0

国 0 0 0 0

事業計画（事業費、単位：千円）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業費

0

負担金 0 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 0 0 0 0

一般財源

年度の事業内訳

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業の位置づけ
嘱託の指導主事1名を雇用し、授業
研究を中心とした若年教員の研修や
各学校への指導を充実させる。

嘱託の指導主事1名を雇用し、授業
研究を中心とした若年教員の研修や
各学校への指導を充実させる。

嘱託の指導主事1名を雇用し、授業
研究を中心とした若年教員の研修や
各学校への指導を充実させる。

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 最終目標

1名雇用 1名雇用 1名雇用 2名雇用

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

嘱託指導主事による、若年教員を中心とした研修事業等を充実させ、対象者の資質・力量の向上を図る。

達成のめやす 初任者研修・若年講師研修を指導主事を中心に実施しており、毎週の学校訪問も実施している。
　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

若年教員の資質・力量が向上し、児童生徒の学ぶ意欲・学力向上につながる。

年度

施策項目 ２．学校教育の充実 根拠法令等

事業概要
　嘱託の指導主事として、退職校長を雇用し、各学校への指導体制及び若年教員（初任者・教職経験１～２年経過教員及び若年講師）研
修等を充実させ、若年教員の資質・能力の向上、ひいては、児童生徒の学力向上に資する。

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 平成総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

　３　人口増加に寄与する事業

既存

課名 学校教育課指導室 係名 指導係

事業番号 3262 事業名 指導主事配置事業 新規・既存の別

（学校教育課指導室）-（指導主事配置事業）



行橋市実施計画シート　平成28年度実施計画事業対象 様式（第７条関係）

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円充当予定額 0

補助予定額 0

地方債 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名

財
源
内
訳

10款1項4目

補助金 名称 対象事業費 0 補助率（％） 0.0%

2,296 2,318 2,296 6,910

合計 2,296 2,318 2,296 6,910

県 0 0 0 0

国 0 0 0 0

事業計画（事業費、単位：千円）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業費

0

負担金 0 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 0 0 0 0

一般財源

年度の事業内訳

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業の位置づけ
外国籍の児童・生徒に対し、日本語の指
導を行いながら、日本語による日常会話
の習得及び日本の強化の教育を行う。

外国籍の児童・生徒に対し、日本語の指
導を行いながら、日本語による日常会話
の習得及び日本の強化の教育を行う。

外国籍の児童・生徒に対し、日本語の指
導を行いながら、日本語による日常会話
の習得及び日本の強化の教育を行う。

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 最終目標

1名雇用 1名雇用 1名雇用

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

外国籍の児童・生徒に対し、日本語の指導を行いながら、日本語による日常会話の習得及び日本の強化の教育を受けることがで
きるようにする。

達成のめやす 外国籍の児童・生徒が学校生活や友達、教師に慣れ親しみ、また教育用語を理解し、学習内容を理解することができる。
　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
今後、新たに外国籍の児童生徒が転入した際、多数の学校に在籍することがないよう、いくつかの学校を指定して転入させ
る等、最小の日本語指導員で対応でき、活動しやすい状況を作る必要がある。

　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

日本語での日常会話の習得、日本語による強化の学習内容を理解できるようになり、学校や地域に慣れ、友達や教師に親しみを覚えることで、学力の向上が期待できる。

年度

施策項目 ２．学校教育の充実 根拠法令等

事業概要
日本語が理解できない・理解が難しい外国籍の児童・生徒のための英語を介した日本語の指導を行う。また、日本語による
日常会話の習得と、英語を介した教科の指導を行い、外国籍の児童・生徒の学力の向上を図る。

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 平成総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

　３　人口増加に寄与する事業

既存

課名 学校教育課指導室 係名 指導係

事業番号 2737 事業名 語学指導事業（日本語） 新規・既存の別

（学校教育課指導室）-（語学指導事業(日本語)）



行橋市実施計画シート　平成28年度実施計画事業対象 様式（第７条関係）

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円充当予定額 0

補助予定額 0

地方債 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名

財
源
内
訳

10款1項4目

補助金 名称 対象事業費 0 補助率（％） 0.0%

4,483 5,675 5,663 15,821

合計 5,663 5,675 5,663 15,821

県 0 0 0 0

国 0 0 0 0

事業計画（事業費、単位：千円）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業費

0

負担金 0 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 1,180 0 0 0

一般財源

年度の事業内訳

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業の位置づけ
小学校及び中学校の外国語活動、英語
教育の充実、国際化に対応できる児童・
生徒の育成等を図る。

小学校及び中学校の外国語活動、英語
教育の充実、国際化に対応できる児童・
生徒の育成等を図る。

小学校及び中学校の外国語活動、英語
教育の充実、国際化に対応できる児童・
生徒の育成等を図る。

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 最終目標

2雇用 2名雇用 2名雇用

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

外国籍の児童・生徒に対し、日本語の指導を行いながら、日本語による日常会話の習得及び日本の強化の教育を受けることがで
きるようにする。

達成のめやす 英語に関心を持ち、英語を学ぶ楽しさを実感することができるようになる。
　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項 外国人講師の確保
　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

外国人指導員との交流を通して、外国文化を身近に感じることや、英語を学ぶ意欲、コミュニケーション能力を培うとともに、今後進展していく国際化に対応できる英語力を
身につけた児童・生徒を育成する。

年度

施策項目 ２．学校教育の充実 根拠法令等

事業概要 小学校外国語指導員1名、中学校外国語指導員1名を外国人講師として雇用し、小学校からの外国語活動の充実に資する。

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 平成総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

　３　人口増加に寄与する事業

既存

課名 学校教育課指導室 係名 指導係

事業番号 2737 事業名 語学指導事業（英語） 新規・既存の別

（学校教育課指導室）-（語学指導事業(英語)） 



行橋市実施計画シート　平成28年度実施計画事業対象 様式（第７条関係）

29 29

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円充当予定額 0

補助予定額 0

地方債 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名

財
源
内
訳

10款1項3目

補助金 名称 対象事業費 0 補助率（％） 0.0%

0 1,783 0 1,783

合計 0 1,783 0 1,783

県 0 0 0 0

国 0 0 0 0

事業計画（事業費、単位：千円）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業費

0

負担金 0 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 0 0 0 0

一般財源

年度の事業内訳

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業の位置づけ
・ノートパソコン設置 7台
　【内　訳】
　　適応指導教室　2台
　　外国語指導助手　5台
・デスクトップパソコン設置　1台（相談センター）
・レーザプリンタ設置　1式（外国語指導助手）

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 最終目標

100%

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

達成のめやす 　適応指導教室・児童生徒相談センター・外国語指導助手のＰＣ等の設置
　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
・平成２３年１０月以降に外国語指導助手は２名増員されており、PCを2台増。
・設置台数が少ないことから現状の賃貸借から備品購入へ

　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

　適応指導教室及び児童生徒相談センターは事務処理上、外国語指導助手は授業資料作成上ＰＣ設置の必要性があり、設置することで各種教育事業の円
滑な遂行を行うことができる。

年度

施策項目 ２．学校教育の充実 根拠法令等

事業概要

　指導室管轄の適応指導教室、児童生徒相談センター、外国語指導助手のＰＣについては、平成２３年１０月より小中学校コンピューター
事業内の教育委員会用として設置をしている。
　平成２８年９月末のリース期間満了後、教育政策課小学校・中学校ＩＣＴ管理事業として平成２９年９月末まで再リースを行う予定である
が、平成２９年１０月からの教育政策課小学校・中学校ＩＣＴ環境整備事業実施時には指導室所管分のコンピュータを切り離し、指導室コン
ピュータ事業として整備を行う。

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 平成総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

　３　人口増加に寄与する事業

新規

課名 学校教育課指導室 係名 指導係

事業番号 事業名 指導室コンピュータ事業 新規・既存の別

（学校教育課指導室）-（指導室コンピュータ事業）



行橋市実施計画シート　平成28年度実施計画事業対象 様式（第７条関係）

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円充当予定額 0

補助予定額 0

地方債 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名

財
源
内
訳

10款1項3目

補助金 名称 対象事業費 0 補助率（％） 0.0%

0 2,375 2,375 4,750

合計 0 2,375 2,375 4,750

県 0 0 0 0

国 0 0 0 0

事業計画（事業費、単位：千円）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業費

0

負担金 0 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 0 0 0 0

一般財源

年度の事業内訳

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業の位置づけ
調査を実施し、分析結果を学級経営に
反映させる。

調査を実施し、分析結果を学級経営に
反映させる。

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 最終目標

100% 100%

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

市内小４～中３の児童生徒に対して、年2回のＱ－Ｕ調査を実施する。

達成のめやす 調査結果分析し、当該年度の学級経営、児童・生徒の指導に反映させる。
　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項 Ｑ－Ｕ調査を活用するに当って、調査に対する教職員理解が必要となる。
　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

児童・生徒の悩みや不安を早期に発見し、適切な対応が可能となる。

年度

施策項目 ２．学校教育の充実 根拠法令等

事業概要

　Ｑ－Ｕ調査は、「学級満足度」や「学校生活意欲」の視点から関連的に編成されており、調査結果を分析し、表やグラフで示
されることにより、一目で児童生徒の本音の部分の考えや心情、学級集団への適応度、学級全体の状況等が把握すること
ができる調査である。
　Ｑ－Ｕ調査を年2回（6月と11月実施予定）することにより、1回目の結果を踏まえ、児童・生徒理解や学級集団づくりの充実
を図ることができる。

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 平成総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

　３　人口増加に寄与する事業

既存

課名 学校教育課指導室 係名 指導係

事業番号 事業名 Ｑ－Ｕ調査事業 新規・既存の別

（学校教育課指導室）-（Ｑ－Ｕ） 



行橋市実施計画シート　平成28年度実施計画事業対象 様式（第７条関係）

29 29

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円充当予定額 0

補助予定額 0

地方債 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名

財
源
内
訳

教育

補助金 名称 対象事業費 0 補助率（％） 0.0%

0 209 0 209

合計 0 209 0 209

県 0 0 0 0

国 0 0 0 0

事業計画（事業費、単位：千円）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業費

0

負担金 0 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 0 0 0 0

一般財源

年度の事業内訳

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業の位置づけ

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 最終目標

100.00

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

　％（平成２９年度中に改修工事を完了させる）

達成のめやす
　球根皮むき器改修 　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
　６　総合戦略対象事業

　７　その他（作業効率向上・材料費の削減）

期待する
効果

　職員の作業効率の向上と材料費の削減

年度

施策項目 ２．学校教育の充実 根拠法令等

事業概要

　現在の球根皮むき器では、ジャガイモ・人参・生姜等根菜類の皮むきに多く時間を費やしているのが現状です。
　そのため、本体内部にカーボンを貼り付け、根菜類の皮むきが手早くできる状態とし、安全かつ効率的に根菜類
の下処理を行えるようにすることにより、作業効率の向上と材料費の削減に努めるものです。

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 平成総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

　３　人口増加に寄与する事業

新規

課名 防災食育センター 係名 給食管理係

事業番号 事業名 球根皮むき器改修事業 新規・既存の別

（防災食育センター）-（球根皮むき器改修事業）



行橋市実施計画シート　平成28年度実施計画事業対象 様式（第７条関係）

29 29

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円充当予定額 0

補助予定額 0

地方債 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名

財
源
内
訳

教育

補助金 名称 対象事業費 0 補助率（％） 0.0%

0 638 0 638

合計 0 638 0 638

県 0 0 0 0

国 0 0 0 0

事業計画（事業費、単位：千円）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業費

0

負担金 0 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 0 0 0 0

一般財源

年度の事業内訳

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業の位置づけ

自転車駐輪場整備

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 最終目標

100.00

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

　％（平成２９年度中に改修工事を完了させる）

達成のめやす
　自転車駐輪場の整備 　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
　６　総合戦略対象事業

　７　その他 （来所者の安全確保　）

期待する
効果

　来所者の安全確保と自転車等を用いて通勤するものの利便性の向上

年度

施策項目 ２．学校教育の充実 根拠法令等

事業概要

　現在の防災食育センターには駐輪場がなく、職員や来客等が自転車・バイク等を駐輪する際には、障がい者出
入口を利用しているのが現状です。
　そのため、防災食育センター北側の配送車出入口付近に自転車駐輪場を設置することにより、来所者の安全確
保に努めるものです。

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 平成総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

　３　人口増加に寄与する事業

新規

課名 防災食育センター 係名 給食管理係

事業番号 事業名 自転車駐輪場新設工事 新規・既存の別

（防災食育センター）-（自転車駐輪場新設工事）



29 29

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円充当予定額 0

補助予定額 0

地方債 なし 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

予算費目 会　　計 会計 費目名

財
源
内
訳

補助金 なし 名称 対象事業費 0 補助率（％） 0.0%

0 4,920 0 4,920

合計 0 4,920 0 4,920

県 0 0 0 0

国 0 0 0 0

事業計画（事業費、単位：千円）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業費

0

負担金 0 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 0 0 0 0

一般財源

年度の事業内訳

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業の位置づけ
4月実施

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 最終目標

100.00

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

耐震診断業務

達成のめやす
平成29年度に診断を実施し、改修の必要性があれば29年度補正予算対応する予定。 　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

改修の必要性の有無を明確にし、必要があれば改修工事を実施し、利用者の安心安全を図る。

年度

施策項目 ４．生涯学習・生涯スポーツの推進 根拠法令等 耐震改修促進法

事業概要

改修促進法により診断義務はないが、避難所に指定されていることを踏まえ、耐震診断を実施し改修の必要性の
有無を明確にする。（Ｓ５５年築　ＲＣ造　577.40㎡）

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 平成総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

　３　人口増加に寄与する事業

新規

課名 生涯学習課 係名 生涯学習係

事業番号 事業名 延永公民館耐震診断業務委託 新規・既存の別



29 29

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円充当予定額 0

補助予定額 0

地方債 なし 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

予算費目 会　　計 会計 費目名

財
源
内
訳

補助金 なし 名称 対象事業費 0 補助率（％） 0.0%

0 1,147 0 1,147

合計 0 1,147 0 1,147

県 0 0 0 0

国 0 0 0 0

事業計画（事業費、単位：千円）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業費

0

負担金 0 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 0 0 0 0

一般財源

年度の事業内訳

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業の位置づけ
4月実施

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 最終目標

100.00

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

接続工事及び合併浄化槽汚泥抜取り

達成のめやす
　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

下水道に接続することにより環境改善を図る。

年度

施策項目 ４．生涯学習・生涯スポーツの推進 根拠法令等 下水道法

事業概要

下水道法により義務付けられているため、下水道への接続を行うもの。 事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 平成総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

　３　人口増加に寄与する事業

新規

課名 生涯学習課 係名 生涯学習係

事業番号 事業名 行橋北公民館下水道接続工事 新規・既存の別



29 29

●

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円充当予定額

補助予定額 0

地方債 なし 名称 対象事業費 充当率（％）

予算費目 会　　計 会計 費目名

財
源
内
訳

補助金 なし 名称 対象事業費 0 補助率（％） 0.0%

0 2,099 0 2,099

合計 0 2,099 0 2,099

県 0 0 0 0

国 0 0 0 0

事業計画（事業費、単位：千円）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業費

0

負担金 0 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 0 0 0 0

一般財源

年度の事業内訳

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業の位置づけ
実施 着工竣工

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 最終目標

100.00

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

事業進捗率

達成のめやす
　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

改修を行うことによって、利便性の向上及び安全、安心な利用サービスの提供を図る。

年度

施策項目 ４．生涯学習・生涯スポーツの推進 根拠法令等

事業概要

中央公民館トイレを1基和式から洋式に改修し、身障者用トイレをオストメイト対応に改修する 事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 平成総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

　３　人口増加に寄与する事業

新規

課名 生涯学習課 係名 生涯学習係

事業番号 事業名 行橋市中央公民館トイレ改修事業 新規・既存の別



行橋市実施計画シート　平成28年度実施計画事業対象 様式（第７条関係）

29 29

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円充当予定額 0

補助予定額 0

地方債 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

予算費目 会　　計 会計 費目名

財
源
内
訳

補助金 なし 名称 対象事業費 0 補助率（％） 0.0%

0 1,279 0 0

合計 0 1,279 0 0

県 0 0 0 0

国 0 0 0 0

事業計画（事業費、単位：千円）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業費

0

負担金 0 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 0 0 0 0

一般財源

年度の事業内訳

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業の位置づけ
庭球場コイン盤取替え

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 最終目標

1.00

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

工事の進捗率

達成のめやす
ｺｲﾝ盤取替え 　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

施設利用者がコート別に夜間利用できる

年度

施策項目 ４．生涯学習・生涯スポーツの推進 根拠法令等

事業概要

行橋市庭球場(総合公園内)１番・５番コートのｺｲﾝ盤(夜間照明用)が老朽化のため破損し作動しないため、取替え
を行う

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 平成総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

　３　人口増加に寄与する事業

新規

課名 生涯学習課 係名 体育係

事業番号 事業名 行橋市庭球場ｺｲﾝ盤取替工事 新規・既存の別

（生涯学習課）－（行橋市庭球場ｺｲﾝ盤取替工事)



行橋市実施計画シート　平成28年度実施計画事業対象 様式（第７条関係）

29 29

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円充当予定額 0

補助予定額 0

地方債 なし 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

予算費目 会　　計 会計 費目名

財
源
内
訳

補助金 なし 名称 対象事業費 0 補助率（％） 0.0%

0 3,952 0 0

合計 0 3,952 0 0

県 0 0 0 0

国 0 0 0 0

事業計画（事業費、単位：千円）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業費

0

負担金 0 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 0 0 0 0

一般財源

年度の事業内訳

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業の位置づけ
弓道場改修

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 最終目標

1.00

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

工事の進捗率

達成のめやす
腐食箇所及び周辺の改修 　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

施設利用者が安全に利用できる

年度

施策項目 ４．生涯学習・生涯スポーツの推進 根拠法令等

事業概要

行橋市弓道場(総合公園内)の的場がシロアリ被害により腐食しているため腐食箇所及び周辺の改修を行う 事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 平成総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

　３　人口増加に寄与する事業

新規

課名 生涯学習課 係名 体育係

事業番号 事業名 行橋市弓道場改修工事 新規・既存の別

（生涯学習課）－（行橋市弓道場改修工事)



29 29

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円0

3,800

地方債 なし 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0% 充当予定額

合計 0 4,837 0 4,837

補助金 あり 名称 ふるさと納税基金 対象事業費 4,837 補助率（％） 75.0% 補助予定額

予算費目 会　　計 会計 費目名

0 0

その他 0 3,800 0 3,800

一般財源 0 1,037 0 1,037

事業計画（事業費、単位：千円）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業費

財
源
内
訳

県 0 0 0

地方債 0 0 0

負担金 0

年度の事業内訳

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業の位置づけ

国 0 0 0

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 最終目標

1.00

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

工事の進捗率

達成のめやす
　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

使用者の要望も多く、市民体育館の和式トイレの一部を洋式トイレに改修することにより利便性の向上が図れる。

年度

施策項目 ４．生涯学習・生涯スポーツの推進 根拠法令等

事業概要

市民体育館の和式トイレの一部を洋式トイレに改修する工事 事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 平成総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

　３　人口増加に寄与する事業

新規

課名 生涯学習課 係名 体育係

事業番号 事業名 市民体育館トイレ改修 新規・既存の別



行橋市実施計画シート　平成28年度実施計画事業対象 様式（第７条関係）

29 29

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円充当予定額 0

補助予定額 0

地方債 なし 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

予算費目 会　　計 会計 費目名

財
源
内
訳

補助金 なし 名称 対象事業費 0 補助率（％） 0.0%

0 3,285 0 0

合計 0 3,285 0 0

県 0 0 0 0

国 0 0 0 0

事業計画（事業費、単位：千円）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業費

0

負担金 0 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 0 0 0 0

一般財源

年度の事業内訳

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業の位置づけ
中山グラウンドの改修 ベンチ改修　　3,285,000円

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 最終目標

1.00

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

工事の進捗率

達成のめやす
ベンチ(ダッグアウト)の改修 　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

施設利用者が安全に利用できる

年度

施策項目 ４．生涯学習・生涯スポーツの推進 根拠法令等

事業概要

中山グラウンド内にあるベンチ(ダッグアウト)が老朽化のため多数のクラック・鉄骨が露出していて危険が伴うので
工事を行う。

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 平成総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

　３　人口増加に寄与する事業

新規

課名 生涯学習課 係名 体育係

事業番号 事業名 中山グラウンド改修工事 新規・既存の別

（生涯学習課）－（中山ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ改修工事）



行橋市実施計画シート　平成28年度実施計画事業対象 様式（第７条関係）

29 29

●

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円充当予定額 0

補助予定額 0

地方債 なし 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

予算費目 会　　計 会計 費目名

財
源
内
訳

補助金 なし 名称 対象事業費 0 補助率（％） 0.0%

0 7,370 0 0

合計 0 7,370 0 0

県 0 0 0 0

国 0 0 0 0

事業計画（事業費、単位：千円）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業費

0

負担金 0 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 0 0 0 0

一般財源

年度の事業内訳

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業の位置づけ
トイレの新設

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 最終目標

1.00

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

工事の進捗率

達成のめやす
トイレの新設 　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

中山グラウンド及び周辺スポーツ施設の多くの利用者の混雑を防ぎ、快適に使用する

年度

施策項目 ４．生涯学習・生涯スポーツの推進 根拠法令等

事業概要

中山グラウンド管理棟にあるトイレが老朽化く多目的トイレ(身障用)も存在しないため、高圧変電施設跡地(H28年
度解体予定)にトイレの新設を行うもの

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 平成総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

　３　人口増加に寄与する事業

新規

課名 生涯学習課 係名 体育係

事業番号 事業名 中山ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞトイレ新設工事 新規・既存の別

（生涯学習課）－（中山ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞトイレ新設工事）



29 29

●

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円充当予定額 0

補助予定額 7,252

地方債 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

予算費目 会　　計 会計 費目名

財
源
内
訳

補助金 あり 名称
特定防衛施設周辺整備調整
交付金

対象事業費 8,626 補助率（％） 95.0%

0 1,374 0 0

合計 0 8,626 0 0

県 0 0 0 0

国 0 7,252 0 0

事業計画（事業費、単位：千円）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業費

0

負担金 0 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 0 0 0 0

一般財源

年度の事業内訳

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業の位置づけ

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 最終目標

1.00

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

達成のめやす
　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

バスケットボール大会等の誘致及び市民体育館の利用向上

年度

施策項目 ４．生涯学習・生涯スポーツの推進 根拠法令等

事業概要

移動式バスケットゴールを２基一対購入 事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 平成総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

　３　人口増加に寄与する事業

新規

課名 生涯学習課 係名 体育係

事業番号 事業名 市民体育館バスケットゴール購入事業 新規・既存の別



行橋市実施計画シート　平成28年度実施計画事業対象 様式（第７条関係）

27

●

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円充当予定額 0

補助予定額 3,600

地方債 なし 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名

財
源
内
訳

教育

補助金 あり 名称 スポーツ振興事業助成金 対象事業費 6,600 補助率（％） 54.0%

3,000 3,000 3,000 9,000

合計 6,600 6,600 6,600 19,800

県 0 0 0 0

国 3,600 3,600 3,600 10,800

事業計画（事業費、単位：千円）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業費

0

負担金 0 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 0 0 0 0

一般財源

年度の事業内訳

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業の位置づけ

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 最終目標

ビーチスポーツの活性化

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

参加者及び来場者の増加

達成のめやす
ビーチスポーツの普及 　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

ビーチスポーツの普及に伴い観光資源の拡充

年度

施策項目 ４．生涯学習・生涯スポーツの推進 根拠法令等

事業概要

行橋の資源を活用した海岸線振興事業の普及と行橋市のPRを図り、観光資源化とビーチスポーツ拠点の普及に
寄与する。

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 平成総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

　３　人口増加に寄与する事業

既存

課名 スポーツイベント課 係名 スポーツイベント係

事業番号 事業名 ゆくはしビーチバレーボールフェスタ 新規・既存の別

（スポーツイベント課）-（ビーチバレー）
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●

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円充当予定額 0

補助予定額 0

地方債 なし 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

予算費目 会　　計 会計 費目名

財
源
内
訳

補助金 なし 名称 対象事業費 0 補助率（％） 0.0%

2,400 4,800 4,800 0

合計 2,400 4,800 4,800 0

県 0 0 0 0

国 0 0 0 0

事業計画（事業費、単位：千円）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業費

0

負担金 0 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 0 0 0 0

一般財源

年度の事業内訳

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業の位置づけ

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 最終目標

全国からのランナー参加

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

達成のめやす
全国各地からのランナー参加 　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

全国各地からのランナー参加による行橋市のPR及び健康促進

年度

施策項目 ４．生涯学習・生涯スポーツの推進 根拠法令等

事業概要

行橋の資源を活用した海岸線振興事業の普及と、ビーチスポーツの普及及びPRを図り、観光資源化とビーチス
ポーツ拠点の普及に寄与する。

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 平成総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

　３　人口増加に寄与する事業

既存

課名 スポーツイベント課 係名 スポーツイベント係

事業番号 事業名 行橋プロジェクト　ゆくはしシーサイドハーフマラソン 新規・既存の別

（スポーツイベント課）-（ハーフマラソン）
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●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円充当予定額 0

補助予定額 0

地方債 なし 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名

財
源
内
訳

教育

補助金 なし 名称 対象事業費 0 補助率（％） 0.0%

1,200 1,200 1,200 3,600

合計 1,200 1,200 1,200 3,600

県

国

事業計画（事業費、単位：千円）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業費

負担金

地方債

その他

一般財源

年度の事業内訳

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業の位置づけ

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 最終目標

ビーチスポーツの活性化

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

参加者及び来場者の増加

達成のめやす
ビーチスポーツの普及 　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

ビーチスポーツの普及に伴い観光資源の拡充

年度

施策項目 ４．生涯学習・生涯スポーツの推進 根拠法令等

事業概要

行橋の資源を活用した海岸線振興事業の普及と、ビーチスポーツの普及及びPRを図り、観光資源化とビーチス
ポーツ拠点の普及に寄与する。

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 平成総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

　３　人口増加に寄与する事業

新規

課名 スポーツイベント課 係名 スポーツイベント係

事業番号 事業名 ゆくはしオープンウォタースイミング 新規・既存の別

（スポーツイベント課）-（オープンウォーター）
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●

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円充当予定額 0

補助予定額 1,113

地方債 なし 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名

財
源
内
訳

教育

補助金 あり 名称
福岡県キャンプ地誘致推進事
業費補助金

対象事業費 2,226 補助率（％） 50.0%

1,318 1,318 1,318 3,948

合計 2,431 2,431 2,431 7,287

県 1,113 1,113 1,113 3,339

国

事業計画（事業費、単位：千円）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業費

負担金

地方債

その他

一般財源

年度の事業内訳

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業の位置づけ

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 最終目標

ビーチスポーツの活性化

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

オリンピックキャンプ地誘致受入れ

達成のめやす
ビーチスポーツの普及 　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

行橋市のPR向上及びスポーツ振興、観光資源の拡充

年度

施策項目 ４．生涯学習・生涯スポーツの推進 根拠法令等

事業概要

オリンピックキャンプ地を誘致し、ビーチスポーツの普及及び国内外における本市の知名度向上を図り、観光振興
とスポーツ振興など、地域の活性化に寄与する。

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 平成総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

　３　人口増加に寄与する事業

新規

課名 スポーツイベント課 係名 スポーツイベント係

事業番号 事業名 オリンピックキャンプ地誘致受入れ事業 新規・既存の別

（スポーツイベント課）-（オリンピックキャンプ地誘致）
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●
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●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円充当予定額 0

補助予定額 0

地方債 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名

財
源
内
訳

教育

補助金 名称 対象事業費 0 補助率（％） 0.0%

942 13 21,823 6,219

合計 20,942 10,013 21,823 36,219

県 0 0 0 0

国 0 0 0 0

事業計画（事業費、単位：千円）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業費

0

負担金 0 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 20,000 10,000 0 30,000

一般財源

年度の事業内訳

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業の位置づけ
検討委員会報酬　40千円
旅費　108千円
備品購入費　530千円
ゆくはしビエンナーレ2017補助金
20,264千円

検討委員会報酬　40千円
旅費　83千円
ゆくはしビエンナーレ2019補助金
9,890千円

検討委員会報酬　40千円
旅費　108千円
ゆくはしビエンナーレ2019補助金
21,675千円

公募を通じて優れた彫刻作品を市内に展
示し、芸術文化による地域の活性化を促
進する。

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 最終目標

800 1,000 1,500

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

単位：人　　イベント参加人数

達成のめやす
彫刻作品を広く公募し、優れた美術品を集める。また、審査の過程で市民との協働による関連イベントを開催する
などして多くの参加を呼びかける。

　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
1年目を周知・募集期間、2年目を公募展の開催とし、2年をひとつのサイクルとする。 　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

優れた作品が集まることで、市民が芸術に親しむ。公募活動を通じて市の特徴や魅力を広く発信する。

年度

施策項目 ５．地域文化の振興と文化財の保護・継承 根拠法令等

事業概要

国内外を対象に彫刻作品の公募展を開催して文化振興を図るとともに、市のＰＲを通じて交流人口の増加に取り
組む。

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 平成総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

　３　人口増加に寄与する事業

既存

課名 文化課 係名 文化振興係

事業番号 3027 事業名 ゆくはしビエンナーレ 新規・既存の別

（文化課）-（ゆくはしビエンナーレ）
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●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円充当予定額 0

補助予定額 0

地方債 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名

財
源
内
訳

教育

補助金 名称 対象事業費 0 補助率（％） 0.0%

13,536 0 37,229 228,036

合計 13,536 45,963 37,229 273,999

県 0 0 0 0

国 0 0 0 0

事業計画（事業費、単位：千円）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業費

0

負担金 0 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 0 45,963 0 45,963

一般財源

年度の事業内訳

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業の位置づけ
照明制御装置更新工事 6,362千円
防水工事　2,488千円
トイレ改修工事　　 　　　4,686千円

文化ホール舞台機構改修（第1期）
　　　　　　　　　　　　　　　　　42,800千円
建具改修工事　　　　　　　　　1,647千円
楽屋出入口階段改修工事　 423千円
空調設備整備工事　　　　　1,093千円

文化ホール舞台機構改修（第2期）
　　　　　　　　　　　　　　　　　28,500千円
駐車場整備工事             8,729千円

複合文化施設コスメイト行橋の建物及び設備
の改修工事を実施する。

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 最終目標

54.50 73.00 86.50 100.00

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

単位：％／施設整備に要する予定事業費の割合

達成のめやす
延床面積6,699㎡について、全体的に劣化・故障箇所の改修が終了する。 　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

市民が安心して施設を利用することができるようになるとともに、新しい設備を導入することで文化事業の充実につながり、コスメイト行橋の利用者数が増加
する。

年度

施策項目 ５．地域文化の振興と文化財の保護・継承 根拠法令等

事業概要

平成２年に建設された複合文化施設コスメイト行橋の経年による老朽化に対し、建物及び設備の改修や交換を実
施して利用者の安全性と利便性を図る。

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 平成総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

　３　人口増加に寄与する事業

既存

課名 文化課 係名 文化振興係

事業番号 2532 事業名 複合文化施設整備事業 新規・既存の別

（文化課）-（複合文化施設整備事業）
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●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円充当予定額 0

補助予定額 0

地方債 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名

財
源
内
訳

教育

補助金 名称 対象事業費 0 補助率（％） 0.0%

200 200 200 1,234

合計 200 200 200 1,234

県 0 0 0 0

国 0 0 0 0

事業計画（事業費、単位：千円）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業費

0

負担金 0 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 0 0 0 0

一般財源

年度の事業内訳

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業の位置づけ
地域に開かれた音楽鑑賞事業補助金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　200千円

地域に開かれた音楽鑑賞事業補助金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　200千円

地域に開かれた音楽鑑賞事業補助金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　200千円

地域出身のプロ音楽家の演奏を通じて、音楽
を身近に鑑賞できる機会を提供する。

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 最終目標

500.00 500.00 500.00

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

単位：人／観覧者数

達成のめやす
年1回の合同演奏会と２回程度のミニコンサートを開催する。 　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
３年間を１サイクルとし、検討作業を実施する。 　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

プロレベルで活動する音楽家の優れた演奏を提供することで、市民が芸術に親しむ。

年度

施策項目 ５．地域文化の振興と文化財の保護・継承 根拠法令等

事業概要

行橋にゆかりがあり、国内外で活動している音楽家の演奏を通じ、市民に身近な芸術鑑賞の機会を提供する。
市からは、その開催に伴う補助金を支出する。

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 平成総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

　３　人口増加に寄与する事業

既存

課名 文化課 係名 文化振興係

事業番号 3087 事業名 地域に開かれた音楽鑑賞事業 新規・既存の別

（文化課）-（地域に開かれた音楽鑑賞事業） 
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●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円充当予定額 0

補助予定額 0

地方債 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名

財
源
内
訳

教育

補助金 名称 対象事業費 0 補助率（％） 0.0%

6,172 0 0 6,172

合計 6,172 0 0 6,172

県 0 0 0 0

国 0 0 0 0

事業計画（事業費、単位：千円）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業費

0

負担金 0 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 0 0 0 0

一般財源

年度の事業内訳

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業の位置づけ
車両撤去工事　6,172千円 蒸気機関車の解体・移設を安全で効率的に

実施する。

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 最終目標

100.00 100.00

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

達成のめやす
長さ19.7ｍ、高さ3.9ｍ、幅2.9ｍ、重さ78ｔの車両と周囲の屋根フェンスを解体及び移設を行う。 　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

市民が安心して周辺を利用することができるようになるとともに、設置箇所を含めた敷地の有効利用が期待できる。

年度

施策項目 ５．地域文化の振興と文化財の保護・継承 根拠法令等

事業概要

蒸気機関車Ｄ－５１形10号の老朽化に対し、解体を含めた作業を実施して、安全性の確保と土地の有効活用を図
る。

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 平成総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

　３　人口増加に寄与する事業

既存

課名 文化課 係名 文化振興係

事業番号 3224 事業名 蒸気機関車廃車事業 新規・既存の別

（文化課）-（蒸気機関車廃車事業）



行橋市実施計画シート　平成28年度実施計画事業対象 様式（第７条関係）

5 33

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円充当予定額 0

補助予定額 16,028

地方債 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名

財
源
内
訳

教育

補助金 あり 名称 史跡等保存整備補助金 対象事業費
国29,056
県20,000

補助率（％） 国50%・県15%

6,966 13,507 18,289 178,347

合計 16,866 29,535 39,578 620,311

県 1,500 1,500 1,500 43,830

国 8,400 14,528 19,789 392,134

事業計画（事業費、単位：千円）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業費

0

負担金 0 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 0 0 0 6,000

一般財源

年度の事業内訳

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業の位置づけ
発掘・測量調査　　　　　　　　　　　3,552千円
石垣修復、説明板・案内板整備　9,044千円
工事監理　　　　　　　　　　　　　　  1,150千円
整備実施設計                      　2,852千円
整備指導委員会　                   268千円

発掘・測量調査　　　　　　　　   2,065千円
遊歩道・サイン等整備　　　　   25,706千円
工事監理　　　　　　　　　　　　　 1,196千円
整備指導委員会　　　　　　　　　89千円
駐車場進入路改修工事　       479千円

発掘等調査　1,860千円
列石修復　29,750千円
工事監理　1,700千円
整備実施設計　4,000千円
整備指導委員会　268千円
発掘調査報告書　2,000千円

周辺の水と緑をあわせて、文化遺産として大切に未来
に伝えると共に、自然環境とロマンあふれる遺跡を活
かした、人々が集い、学び、憩う空間を創出し、行橋市
の歴史と文化を象徴する「史跡自然公園」として整備
する。

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 最終目標

80.50 88.25 94.63 100.00

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

単位：％
１期整備が終了するまでの予定事業費を100％とする。

達成のめやす
平成23年度策定の「史跡御所ヶ谷神籠石整備基本設計」に基づき、遺跡保存のための修復工事及び見学に必要
なガイダンス設備の設置が完了する。

　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

歴史教育、自然学習、市民との協働活動を行う場として活用できる。

年度

施策項目 ５．地域文化の振興と文化財の保護・継承 根拠法令等

事業概要

国指定史跡である御所ヶ谷神籠石とその周辺の自然を活かし、豊かな自然環境の中で歴史を体感できる公園を
整備する。これに伴う用地購入、遊歩道・サイン整備、史跡の修復等を行う。

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 平成総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

　３　人口増加に寄与する事業

既存

課名 文化課 係名 文化財保護係

事業番号 2542 事業名 御所ヶ谷史跡自然公園整備事業（第１期） 新規・既存の別

（文化課）-（御所ヶ谷史跡自然公園整備事業）



行橋市実施計画シート　平成28年度実施計画事業対象 様式（第７条関係）

27 31

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円充当予定額 0

補助予定額 2,500

地方債 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名

財
源
内
訳

教育

補助金 あり 名称
国宝重要文化財等保存整備
費補助金

対象事業費 5,000 補助率（％） 国50％

1,120 2,500 2,500 9,250

合計 2,775 5,000 5,000 20,000

県 0 0 0 0

国 1,375 2,500 2,500 10,000

事業計画（事業費、単位：千円）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業費

0

負担金 0 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 280 0 0 750

一般財源

年度の事業内訳

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業の位置づけ
稲童21号墳甲冑の保存修理 稲童21号墳甲冑の展示台作成

稲童15号墳甲冑等の保存修理
稲童15号墳甲冑等の展示台作成
稲童8号墳の甲冑の保存修理

行橋市を代表する歴史資料の「福岡県稲童古
墳群出土品」の整理を行い、市民をはじめと
する見学者への文化財の公開、活用を図る。

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 最終目標

25.82 50.82 75.82 100.00

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

単位：％
保存処理等の整理作業が完了するまでの予定事業費と100％とする。

達成のめやす
保存処理等の整理作業が完了し、展示を通じて広く公開が開始される。 　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

「福岡県稲童古墳群出土品」を広く公開することにより、市民の文化財保護の意識が高まるとともに、生涯学習や観光振興に活用されることが期待される。

年度

施策項目 ５．地域文化の振興と文化財の保護・継承 根拠法令等

事業概要

国重要文化財「福岡県稲童古墳群出土品」の保存処理、修復、展示台作成などの整理やシンポジウム、展示会
を行い、市内および市外住民に広く公開・活用を図る。

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 平成総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

　３　人口増加に寄与する事業

既存

課名 文化課 係名 文化財保護係

事業番号 3073 事業名 稲童古墳群出土品整理事業 新規・既存の別

（文化課）-（稲童古墳群出土品整理事業）



行橋市実施計画シート　平成28年度実施計画事業対象 様式（第７条関係）

23 33

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円充当予定額 0

補助予定額 0

地方債 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名 教育

補助金 なし 名称 対象事業費 0 補助率（％） 0.0%

1,571 630 1,050 20,500

合計 1,571 630 1,050 20,500

県 0 0 0 0

地方債 0 0 0 0

事業計画（事業費、単位：千円）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業費

財
源
内
訳

国 0 0 0 0

負担金 0 0 0 0

その他 0 0 0 0

一般財源

75.00

新設
別所古墳説明板
福原長者原遺跡案内標識
稲童21号墳説明板

修繕
中津街道説明板（行事）

新設
今井神楽説明板
元永神楽説明板

修繕
下検地楽説明板
椿市廃寺説明板
浄喜寺梵鐘説明板
郡境標柱説明板（市役所）
福丸１号墳説明板

市内の文化財について、周知と見学者の利便
性の向上のため、説明板や案内標識を設置
する。

100.00

右欄に目標の単位と目指す内容の説明
を記載のこと

単位：％
市内の文化財の説明板等の設置および修繕の件数計６0件を100％とする。

達成のめやす
市内の主要な文化財について説明板の整備を完了するとともに、傷んで読みにくいものについては修繕を行う。 　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
平成27年度まで再編交付金事業として実施していたものを28年度より市単費事業として継続して実施するもので
す。平成33年度以降は第1期整備完了後も、第2期整備計画を策定し継続して実施したい。

　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

年度の事業内訳

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業の位置づけ
新設
今川校区文化財説明板
行橋校区文化財説明板

修繕
御所ヶ谷神籠石説明板

御所ヶ谷史跡自然公園案内
板
蓑島百手祭説明板
郡境標柱説明板（大谷）
旧飴屋門説明板
大橋御茶屋・洋学校跡説明
板

期待する
効果

対象となる文化財の最新の情報をわかりやすく提供することで、市民および観光客等の見学利便性を高め、文化財愛護の意識や地域へ誇りや愛着を醸成
する。

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 最終目標

55.00 63.33

事業概要

市内の文化財に説明板や案内標識等を設置する。
既存の説明板等のうち、劣化の著しいものや、説明板面の交換が必要なものについては修繕を行う。
新設する説明板や改修で解説板面を交換するものについては英語標記の解説を加える。

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 平成

　３　人口増加に寄与する事業

事業番号 2551 事業名 文化財説明板整備事業（第1期） 新規・既存の別

総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

既存

課名 文化課 係名 文化財保護係

年度

施策項目 ５．地域文化の振興と文化財の保護・継承 根拠法令等

（文化課）-（文化財説明板整備事業）



行橋市実施計画シート　平成28年度実施計画事業対象 様式（第７条関係）

29 29

●

費

⇒ 千円 千円

⇒ 千円 千円充当予定額 0

補助予定額 0

地方債 名称 対象事業費 0 充当率（％） 0.0%

予算費目 会　　計 一般 会計 費目名

財
源
内
訳

教育

補助金 名称 対象事業費 0 補助率（％） 0.0%

0 2,000 0 2,000

合計 0 2,000 0 2,000

県 0 0 0 0

国 0 0 0 0

事業計画（事業費、単位：千円）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業費

0

負担金 0 0 0 0

地方債 0 0 0

その他 0 0 0 0

一般財源

年度の事業内訳

平成28年度 平成29年度 平成30年度 全体事業の位置づけ
戦災レンガ塀の移設保存
説明板の設置

銃弾痕の残るレンガ塀を保存し、一般に公開
する。

（この欄には事業全体の内容を記載のこと）

数値目標
（事業の目的及び活
動内容の達成度を

測る指標）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 最終目標

100.00 100.00

達成のめやす
レンガ塀の移設が完了し、一般に公開できる状態にする。 　４　住民サービス向上事業

　５　防災関連事業

留意事項
　６　総合戦略対象事業

　７　その他　（　　　　　　　　　　　）

期待する
効果

市内に残る戦争の跡を保存し公開・解説することで、平和教育や地域の歴史学習に活用できる。

年度

施策項目 ５．地域文化の振興と文化財の保護・継承 根拠法令等

事業概要

　市道山中・畠田線の拡幅工事にともない、第二次世界大戦中の空襲で受けた銃撃の痕が残るレンガ塀が撤去
されるため、この一部を稲童１号掩体壕史跡公園に移設し保存する。

事業の性質　（複数選択可）

　１　継続性のある事業

　２　緊急性の高い事業

基本施策 基本施策４　心とからだ育成プロジェクト 平成 年度 ～ 平成総合計画

基本目標 ひとを育むまち 事業の開始・終了（期間を設定していない場合は空白）

　３　人口増加に寄与する事業

新規

課名 文化課 係名 文化財保護係

事業番号 事業名 戦災レンガ塀保存事業 新規・既存の別

（文化課）-（戦災レンガ塀保存事業）


